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高エネルギー加速器研究機構機構長選考・監察会議（以下、「本会議」という。）は、大学

共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構機構長選考・監察会議規程第２条第１項第

４号の規定及び機構長の業務執行状況の確認に関する基準に基づき、浅井祥仁機構長の業

務執行状況を下記のとおり確認したので公表する。 

 

記 

 

１．確認の方法 

令和７年９月２６日に開催した、本会議の第２回会合において、次のとおり、機構長

の業務執行の状況確認を行った。 

（１） 監事との意見交換 

（２） 令和６年度における業務の実績に係る自己点検報告書及びその他の書類によ

る書面確認 

（３） 機構長からの口頭による説明及び質疑 

 

２．確認の結果 

機構長の業務の取組実績や、第４期中期目標期間における目標・計画の進捗状況を、

監事との意見交換も踏まえて総合的に判断し、業務を適切に執行していることを確認

した。特段の指摘事項はない。 

以下に特記事項を示す。 

 機構が抱える課題を包括的に正しく認識し、それらに対する適切な対策を迅速に

講じていると評価できる。成果を直ちに得ることは難しい課題もあるが、機構長の

示す方針や姿勢からは今後の運営に十分な期待を持つことができる。 

 国際的な場において機構長自ら将来計画を説明するなど、機構の存在感を国際的

に広く示していることを評価できる。一方、国際的素粒子実験として主導する

SuperKEKBのルミノシティ向上に係る課題は、機構の対応次第で国際的に矢面にた



 

ちかねないため、成果を得るべく積極的な姿勢を示すなど慎重な対応を求めたい。 

 制度改革に関しては、機構内のみならず、コミュニティの協力を得なければ実現は

難しく、改革と並行してコミュニティとの連携強化を進めていただきたい。また、

スピード感を持っての改革は非常に重要だが、それと同時に、機構の運営方針等を

機構内及びコミュニティに理解いただくよう、丁寧な説明が求められる。なお、改

革のために必要な組織改革構想等がある場合には実現のために早期の検討に着手

いただきたい。 

 今回の機構長の業務執行状況の確認を通じ、機構長選考・監察会議は、機構長の運

営方針等に賛同し、支援することとする。 

 

以 上 

 


